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宮
内
庁
は
五
月
二
十
七
日
、
高た
か
円ま
ど

宮の
み
や

家
の

次
女
典の
り

子こ

さ
ま
と
、
島
根
・
出
雲
大
社
宮
司

を
代
々
務
め
る
千せ
ん
家げ

家
の
長
男
、
国く
に
麿ま
ろ
さ
ん

の
婚
約
が
内
定
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
典
子
さ
ま
は
、
昭
和
天
皇
の
弟
、
三み
か
笠さ
の

宮み
や

殿
下
と
百ゆ

合り

子こ

さ
ま
の
三
男
で
あ
る
故
高
円

宮
憲の
り

仁ひ
と

親
王
の
次
女
で
す
。
高
円
宮
さ
ま
は

四
十
七
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
百

合
子
さ
ま
は
大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）
生

ま
れ
で
、
昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）
に
三

笠
宮
殿
下
と
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

　
百
合
子
さ
ま
は
、
旧
姓
高
木
氏
で
、
子し

爵し
ゃ
く

高
木
正ま
さ

得な
り
の
次
女
で
す
。
正
得
は
、
市
域
丹

南
に
置
か
れ
た
丹
南
藩
一
万
石
の
大
名
高

木
氏
の
出
身
で
し
た
。
丹
南
藩
主
高
木
氏
は
、

初
代
正ま
さ

次つ
ぐ
が
元げ
ん
和な

九
年（
一
六
二
三
）、
丹
南

に
陣
屋（
居
城
）を
構
え
て
以
来
、
十
三
代

正ま
さ

善よ
し
ま
で
江
戸
時
代
を
経
て
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
七
月
の
廃
藩
に
至
る
ま
で
、

二
五
〇
年
に
わ
た
り
丹
南
を
中
心
に
、
河

内
の
村
々
を
支
配
し
た
の
で
し
た（「
歴
史

ウ
ォ
ー
ク
」61
〜
65
）。

　
正
善
は
最
後
の
丹
南
藩
主
で
し
た
が
、
廃

藩
と
な
っ
た
領
地
は
丹
南
県
を
経
て
、
堺

県
さ
ら
に
大
阪
府
に
編
入
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
旧
藩
主
は
華か

族ぞ
く
に
列
せ
ら
れ
、
正

善
が
大
正
九
年（
一
九
二
〇
）
十
一
月
に
亡

く
な
っ
た
あ
と
、
家
督
を
継
い
だ
の
が
明

治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）
一
月
生
ま
れ
の

長
男
、
正
得
で
し
た
。
正
得
は
父
、
正
善

と
同
じ
く
子
爵
に
叙
せ
ら
れ
、
貴
族
院
議

員
や
司
法
参
与
官
な
ど
を
歴
任
す
る
一
方
、

昆
虫
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
主
と
な
っ
た
正
得
は
、
さ
っ
そ
く
大

正
十
一
年（
一
九
二
二
）、
正
善
や
高
木
家

先
祖
代
々
墓
を
菩
提
寺
の
栖せ
い
岸が
ん

院い
ん（
東
京
都

杉
並
区
永え
い

福ふ
く
）に
建
て
ま
し
た
。

　
正
得
は
、
旧
藩
士
た
ち
各
家
と
の
結
び

つ
き
に
も
留
意
し
た
よ
う
で
す
。
丹
南
三

丁
目
の
融ゆ
う

通づ
う

念ね
ん

仏ぶ
つ

宗
・
来ら
い

迎ご
う

寺じ

は
、
藩
政

時
代
の
高
木
家
の
菩
提
寺
で
し
た（「
歴
史

ウ
ォ
ー
ク
」34
・
187
〜
189
）。
そ
の
来
迎
寺
山

門
前
に「
舊
丹
南
藩
主
高
木
主
水
正
陣
屋
址
」

と
書
か
れ
た
立
派
な
記
念
碑
が
建
っ
て
い

ま
す
。

　
表
面
中
央
の
横
に「
子
爵
高
木
正
得
書
」

と
あ
り
、
向
か
っ
て
右
側
の
面
に
は「
昭
和

十
二
年
八
月
建
之
」
と
刻
ん
で
い
ま
す
。
正

得
が
、
昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）八
月
に
、

同
地
が
旧
丹
南
藩
主
高
木
氏
代
々
の
陣
屋

が
あ
っ
た
こ
と
を
後
世
に
残
す
た
め
、
旧

藩
士
家
の
人
々
ら
と
協
力
し
て
、
建
て
た

の
で
し
た
。
主も
ん

水ど
の

正し
ょ
うは

、
代
々
の
高
木
氏

藩
主
が
名
乗
っ
た
受
領
名
で
す
。

　
石
碑
の
裏
面
に
は
、「
舊
藩
建
碑
者
氏
名
」

と
し
て
、
順
に
井
上
・
伊
東
・
西
嶋
・
所
・

小
田
・
奥
平
・
金
谷
・
横
井
・
高
木（
三
氏
）・

子
爵
高
木
正
得
と
旧
藩
士
家
が

丹
南
藩
陣
屋
碑
を
来
迎
寺
に
建
立

西
田
　
孝
司

（
松
原
市
文
化
財
保
護
審
議
会
）

丹
南
藩
主
高
木
氏
出
身
の
三
笠
宮
妃

高
岡
・
高
橋
・
鶴
見
・
中
田
・
山
田
・
松
本
・

正
木（
二
氏
）・
丸
島
・
藤
井（
二
氏
）・
藤
本
・

小
林
・
安
家
・
佐
野（
二
氏
）・
澤
田
・
木
村
・

三
浦・宮
田・白
藤（
二
氏
）・関
口・杉
村（
二

氏
）・
菅
氏
の
三
十
七
名
が
四
列
に
わ
た
っ

て
刻
ま
れ
、
下
段
に
世
話
人
と
し
て
金
谷
・

藤
井
の
二
氏
、
計
三
十
九
名
の
旧
藩
士
ら

の
子
孫
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
台
石
に
は
、

石
工
が
堺
北
新
町（
現
堺
市
堺
区
）
の
中
上

氏
で
あ
る
こ
と
も
記
し
て
い
ま
す
。

　
藩
が
無
く
な
り
、
殿
様
と
家
臣
と
い
う
主

従
関
係
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
七
十
年
近

く
た
っ
て
も
、
そ
の
絆
は
強
い
も
の
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
正
得
は
、
戦
後
間
も
な

く
の
昭
和
二
十
三
年（
一
九
四
八
）、
五
十
四

歳
で
生
涯
を
お
え
た
の
で
す
。

　
来
迎
寺
墓
地
に
は
、
初
代
正
次
の
五
輪
塔

と
十
一
代
正ま
さ

明あ
き
の
五
輪
塔
が
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
正
次
墓
を
と
り
囲
む
よ
う
に
、
藤

井
氏
、
安あ

家け

氏
、
澤
田
氏
、
正
木
氏
な
ど
家

臣
家
の
墓
石
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
年（
一
九
九
〇
）
十
月
五
日
、
百

合
子
さ
ま
は
丹
南
・
来
迎
寺
を
参
拝
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
、
来
迎
寺
の
塩し
お
野の

泰た
い

通つ
う

前
方

丈（
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
八
日
遷
化
）

や
丹
南
の
人
々
ら
の
お
出
迎
え
を
う
け
ら
れ
、

先
祖
の
丹
南
藩
主
高
木
氏
代
々
の
位
牌
が
祀

ら
れ
る
本
堂
で
お
つ
と
め
を
さ
れ
、
正
次
墓

や
正
明
墓
に
お
参
り
さ
れ
た
の
で
す
。

　
三
笠
宮
妃
が
、
先
祖
ゆ
か
り
の
地
の
一

つ
と
し
て
来
迎
寺
を
訪
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、

松
原
の
平
成
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
飾
る
一
日

で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
　

「
舊
丹
南
藩
主
高
木
主
水
正
陣
屋
址
」碑（
表
）

昭
和
12
年
８
月 
高
木
正
得
書

初代高木正次の五輪塔
手前の墓石は旧藩士の澤田家
墓所いずれも来迎寺にて

（丹南3丁目）

11代高木正明の五輪塔

「
舊
丹
南
藩
主
高
木
主
水
正
陣
屋
址
」碑（
裏
）

旧
藩
士
家
の
39
人
が
見
ら
れ
る
。

初代高木正次の五輪塔
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